
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
育
相

談
員
に
よ
る
適
切
な
指
導
や
支
援

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て

は
、「
天
草
市
学
校
規
模
適
正
化

推
進
計
画
（
仮
称
）」
を
策
定
し
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
保
護
者
や

地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
学
校

の
適
正
配
置
を
進
め
る
こ
と
で
、

教
育
効
果
の
向
上
と
教
育
環
境
の

整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
有
明
地
区
の
赤
﨑
小
学

校
と
浦
和
小
学
校
を
こ
の
４
月
に

統
合
す
る
ほ
か
、
本
渡
地
区
の
３

中
学
校
を
統
合
し
て
新
設
す
る
本

渡
中
学
校
は
、
平
成
22
年
4
月
の

開
校
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
度
で
耐
震
診
断
を
終
え
、
耐

震
化
対
策
や
安
全
の
た
め
の
環
境

整
備
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、「
生

涯
学
習
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

市
民
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

自
由
に
、
多
様
な
学
習
機
会
の
中

か
ら
、
選
択
し
て
学
べ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
各

種
講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
な

ど
、
学
習
機
会
の
拡
充
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
民
が
主
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ

に
関
わ
り
、
心
身
の
健
全
な
発
達

と
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
、「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
の
設
立
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
第
25
回
記
念
大
会
と

な
る
天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
は
、
内
容
を
充
実
し
、
市
民

の
皆
様
に
さ
ら
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

九
州
西
岸
地
域
の
交
流
拠
点
都

市
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
陸
・
海
・
空
に
お
け
る

交
通
体
系
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ

り
、
ま
た
、
広
大
な
市
域
を
誇
る

本
市
の
一
体
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
道
路
や
情
報
通
信
網
な
ど
の

社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
春
に
九
州
新
幹
線
が

全
線
開
業
し
ま
す
が
、
新
た
な
人

の
流
れ
を
天
草
に
呼
び
込
む
た
め

に
も
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
重

要
性
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
現
在
、
熊
本
宇
土
道
路

や
新
天
門
橋
を
含
む
大
矢
野
バ
イ

パ
ス
が
事
業
着
手
さ
れ
て
お
り
、

本
渡
区
間
に
つ
い
て
も
、
第
二
天

草
瀬
戸
大
橋
を
含
む
ル
ー
ト
の
検

討
や
環
境
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
早
期
事
業
着
手
に
向

け
て
、
関
係
機
関
に
引
き
続
き
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

天
草
地
域
の
振
興
･
発
展
と
、

九
州
西
岸
地
域
の
交
流
拠
点
都
市

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
島
原
・
天
草
・
長
島
連

絡
道
路
な
ど
の
整
備
促
進
は
、

切
り
離
せ
な
い
課
題
で
あ
り
ま

す
。「
島
原
・
天
草
・
長
島
架

橋
建
設
促
進
期
成
会
」
の
事
務

局
と
し
て
関
係
機
関
と
連
携

し
、
国
な
ど
へ
の
要
望
活
動
な

ど
を
積
極
的
に
行
い
、
早
期
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

管
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
下
田
南
バ
イ
パ
ス
や
御
所

浦
架
橋
な
ど
国
・
県
道
の
整
備

促
進
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
を

支
援
す
る
生
活
関
連
道
路
の
改

良
や
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
の
維
持

補
修
に
取
り
組
み
、
住
民
生
活

の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

海
上
交
通
に
つ
い
て
は
、「
御

所
浦
･
水
俣
航
路
」
の
維
持
対
策

を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も

に
、「
倉
岳
―
御
所
浦
間
み
な
と

振
興
交
流
事
業
」
に
よ
り
、
棚
底

港
の
浮
桟
橋
の
新
設
や
駐
車
場
、

待
合
所
、臨
港
道
路
な
ど
を
整
備
・

改
修
す
る
な
ど
、
利
便
性
の
向
上

と
港
の
賑
わ
い
を
目
ざ
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。「
本
渡
・
熊

本
航
路
」
は
、
こ
の
３
月
で
高
速

船
マ
リ
ン
ビ
ュ
ー
が
撤
退
し
、「
本

渡
･
三
角
航
路
」
が
新
た
に
運
行

さ
れ
て
お
り
、市
と
し
ま
し
て
も
、

多
く
の
人
に
ご
利
用
い
た
だ
く
よ

う
、Ｐ
Ｒ
な
ど
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

は
、
天
草
地
域
の
振
興
や
都
市
圏

と
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
公
共
交
通
機
関

で
あ
り
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
運

航
を
維
持
す
る
た
め
、
平
成
19
年

度
か
ら
、
プ
ロ
ペ
ラ
整
備
な
ど
の

重
整
備
費
用
を
、
熊
本
県
と
地
元

市
町
で
協
調
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
機
体
、

機
材
の
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
る
整

備
費
が
、
年
々
増
え
続
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
重
整
備
費
用
に
加
え

て
、通
常
整
備
費
用
に
対
し
て
も
、

平
成
21
年
度
か
ら
新
た
に
支
援
な

ど
を
行
い
、
さ
ら
に
、
突
発
的
な

整
備
の
発
生
や
運
営
資
金
不
足
へ

対
応
す
る
た
め
、
本
市
独
自
で
貸

付
金
を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結

ぶ
高
速
通
信
網
の
整
備
が
、
御
所

浦
ま
で
の
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

工
事
を
除
き
、
本
年
３
月
末
ま
で

に
完
成
し
、
ま
た
、
各
種
電
算
シ

ス
テ
ム
も
、
民
間
委
託
か
ら
天
草

市
独
自
シ
ス
テ
ム
へ
の
開
発
移
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活

用
し
て
、
今
後
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

な
お
一
層
の
向
上
を
は
じ
め
、
教

育
の
充
実
、地
域
活
動
の
活
性
化
、

行
政
事
務
の
効
率
化
な
ど
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
天
草
W
e
b（
ウ
ェ
ブ
）

の
駅
・
情
報
タ
ワ
ー
」
の
構
築
が
、

平
成
21
年
度
に
完
成
し
ま
す
の

で
、
さ
ら
に
会
員
を
募
集
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
活

用
し
た
地
域
情
報
な
ど
の
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、昨
年
７
月「
低

炭
素
社
会
づ
く
り
行
動
計
画
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多

く
の
環
境
問
題
の
中
で
も
、
地
球

規
模
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
地

球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
一
つ
で
あ
る
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な
い
産
業

･
生
活
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
、国
が
取
り
組
む
事
業
、

地
方
と
し
て
取
り
組
む
事
業
な
ど

が
行
動
計
画
と
し
て
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
「
天

草
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

は
、
ま
さ
に
地
球
温
暖
化
防
止
や

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
ざ

し
た
行
動
計
画
で
あ
り
、
一
般
家

庭
の
生
ゴ
ミ
分
別
収
集
の
モ
デ
ル

事
業
、
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
を
民
間
企
業
に

提
供
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
、

さ
ら
に
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
の
主
要
施
策
で
あ
る

「
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
建

設
に
向
け
、
建
設
費
用
と
将
来
的

な
財
政
負
担
、
環
境
負
荷
な
ど
を

考
慮
し
、
施
設
規
模
、
建
設
用
地

な
ど
の
最
終
的
な
市
の
方
針
の
確

立
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
生
ゴ
ミ
回
収

量
の
予
測
や
、
生
ゴ
ミ
分
別
収
集

に
お
け
る
各
家
庭
に
お
い
て
の
課

題
、
収
集
体
制
で
の
課
題
な
ど
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
本
市
人
口
の
約
10
分
の
1
を

抱
え
る
五
和
町
全
域
で
、
生
ゴ
ミ

分
別
収
集
の
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
意
識

啓
発
、
今
後
全
市
的
に

取
り
組
む
に
あ
た
っ
て

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助

に
つ
い
て
も
、
国
の
普

及
促
進
と
歩
調
を
合
わ

せ
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

天
草
市
新
火
葬
場
に

つ
い
て
は
、
関
係
地
域

住
民
の
皆
様
方
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
建
設
に

向
け
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
や
浄
化
槽
な
ど
の
生
活

排
水
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
快

適
な
生
活
環
境
を
確
保
し
、
あ
わ

せ
て
、
海
や
河
川
の
水
質
保
全
を

図
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
社
会
基
盤
で
あ
り
、
天
草
市
生

活
排
水
処
理
施
設
整
備
構
想
の
見

直
し
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
景
観
や
歴
史
的
･

文
化
的
な
景
観
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
人
々
を
ひ
き
つ
け
る

魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
昨
年
12
月
か
ら
景
観

法
に
基
づ
く
景
観
行
政
団
体
に
移

行
し
、
あ
わ
せ
て
「
天
草
市
景
観

条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。「
日

本
の
宝
島〝
天
草
〞景
観
か
ら
の
島

づ
く
り
」
を
景
観
形
成
の
テ
ー
マ

に
掲
げ
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

豊
か
な
自
然
景
観
を
守
り
、
誇
り

あ
る
文
化
的
景
観
を
育
み
、
風
格

あ
る
都
市
景
観
を
築
き
上
げ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億7,160万円

・・・・・・・・・・・・2億5,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億3,000万円

・・・・・・・・・・6,550万円

●市道改良（単独）事業（大規模、小規模、災害防除の単
独工事）

●天草エアライン機材整備費等緊急対策貸付金（緊急的
に発生する機材不都合に伴う整備費用に対する貸付や
運営資金に対する貸付を行うことで、安全・安心な運
航を確保し、天草地域の振興を図る）

●浄南小松原線道路改良事業（老朽化の進んでいる昭和
橋の架け替えを行う）

●携帯電話等エリア整備事業（地理的な条件や採算面か
ら民間通信事業者の参加が難しい携帯電話不感地帯の
整備を行い、情報通信格差の解消を図る)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億1,756万円

・・・・・・・・3,200万円

・・・・・・・・・・・・・・・1,040万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・900万円

●浄化槽設置事業補助金（生活排水による水質汚濁防止
を図るため浄化槽の設置を推進し、設置費用の一部に
対し補助を行う。）
●生ゴミ分別モデル事業（バイオマスセンター稼働時に
生ゴミ分別収集の市内全域への円滑な移行を図るた
め、五和町全域を対象にモデル事業を実施し、分別や
収集運搬などの課題・問題点を把握する）
●バイオマスタウン事業（生ゴミなどのバイオマス資源
を有効活用するために「天草市バイオマスタウン構
想」に基づき、その実現に取り組む）
●住宅用太陽光発電システム設置費補助金（住宅用太陽
光発電システムの設置費用の一部を補助し、新エネル
ギー導入の促進を図る)

環
境
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

6
機
能
的
な
社
会
基
盤
づ
く
り

5

▲天草の地域振興や都市圏とつなぐ
　　　  架け橋となる天草エアライン

▲平成22年４月に開校予定の
　　　　新・本渡中学校（イメージ図）

り
ょ
う

さ
ん
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